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業務目的

沖縄を訪れるすべての観光客が、年齢や性別、国籍、障がいの有無等に関わらず沖縄を

楽しめるように、観光関連事業者による多種多様な受入環境整備を促進するとともに、本

県のユニバーサルツーリズムにかかる情報発信を行い、国内外の高齢者・障害者等の当事

者のみならず、その家族・同行者等も含め沖縄観光に対する来訪意欲、満足度の向上を図

ることを目的とする。

業務の概要

（１）「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の実施

① 高齢者、障害者、性的マイノリティ（LGBTQ等）の方など、多種多様なニーズに応じ

た受入環境整備を図るため、観光事業者等を対象としたセミナー開催及びアドバイザー

派遣を実施する。（セミナー：４回程度、アドバイザー派遣：２回程度）

② セミナー開催及びアドバイザー派遣を通じて、観光庁所管の「観光施設における心の

バリアフリー認定制度」の周知を図り、同制度の認定促進に向けた取組を行う。

（２）ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

① 展示会等への出展を想定したＰＲツール（動画、リーフレット、ポスター等）の制作

→素材（イメージ画像等）については、適宜ポータルサイトにおいても展開すること。

② 国内外の展示会等への出展（①で制作したツールを活用したプロモーションの実施）

→「ツーリズムEXPOジャパン2023」に出展すること。

（３）ポータルサイトの改修（多言語化及びアクセシビリティ向上）

年齢や性別、国籍、障がいの有無に関わらず、誰もが容易に情報収集できるよう、既存

のポータルサイト「ユニバーサルツーリズムOKINAWA」（https://okibf.jp/）の多言語

化（英語、韓国語、簡体字、繁体字）及びアクセシビリティ向上を図ること。

なお、ポータルサイトの改修に際しては、次年度以降受託事業者が変更した場合でも、

改修対応な仕様で行うこと。

（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

県内観光関連事業者におけるユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況について調

査を行う。

→「新・沖縄21世紀ビジョン基本計画」及び「第６次沖縄県観光振興基本計画」の成果

指標（KPI）にかかる現状値の把握を必須とする。

1 - 1 .  目的・業務の概要

1 . 事 業 実 施 概 要
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1 - 2 .  実施体制

1 . 事 業 実 施 概 要

以下体制にて、「令和５年度おきなわユニバーサルツーリズム推進事業」に関する業務

を実施した。

本事業は、本県のユニバーサルツーリズムにかかる情報発信を行うため、ツール制作や

展示会出展、ポータルサイト運営について専門的な知識及び技術を有しており、行政案

件の実績も豊富な宣伝社との連携の元事業を進めた。

また、国内トップクラスの旅行予約サイトである「じゃらんnet」を有するリクルート社

と連携し、幅広く「おきなわユニバーサルツーリズム」の情報発信を実施した。

■実施体制図（全体）

株式会社リクルートライフスタイル沖縄

じゃらん宿泊施設営業

國仲佐弥佳、宋鐘日、他6名

株式会社リクルートライフスタイル沖縄

ホットペッパーグルメ（飲食店）営業

郷司良太、他4名宋鐘日、他3名

株式会社リクルートライフスタイル沖縄

地域活性支援グループ

アシスタント　糸数佳珠、他1名

株式会社リクルートライフスタイル沖縄

じゃらん遊び体験施設営業

株式会社リクルートライフスタイル沖縄

地域活性支援グループ

プロデューサー　井戸優樹

株式会社リクルートライフスタイル沖縄

地域活性支援グループ

プランナー　家田敬士

株式会社リクルートライフスタイル沖縄

全体事業責任者

代表取締役社長　田中政宏

株式会社リクルートライフスタイル沖縄

地域活性支援グループ

グループマネジャー　平山圭介

(2)ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施 (5)その他、本事業の目的を達成するための取組（自由提案）

※中央省庁の事務局業務の知見を活かしたサポート

株式会社　宣伝

伊原 和彦、當間 優衣

株式会社　リクルート

遠藤　敏子

株式会社リクルートライフスタイル沖縄

再委託先 再委託先

(3)ポータルサイトの改修

■実施体制図（株式会社リクルートライフスタイル沖縄）
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1 - 3 .  年間スケジュール

1 . 事 業 実 施 概 要

以下スケジュールにて、「令和５年度おきなわユニバーサルツーリズム推進事業」に

関する業務を実施した。

■実施スケジュール
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2. 各業務の取組内容

各業務の取組内容の成果

仕様書項目

各実施項目における指標と成果は次の通り。

（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の実施

NO. 指標 目標数値 成果

（１）-① 観光事業者向けセミナーの実施回数 ４件 ４件

（１）-① 観光事業者向けセミナーの参加者数
又は視聴回数

110人 ﾘｱﾙ参加:43名
視聴回数:570回
※2024年3月9日時点

（１）-① 観光事業者向けアドバイザー派遣の
実施回数

２件 ３件

（１）-② 観光庁所管「観光施設における心の
バリアフリー認定制度」の取得施設数

10施設 17施設
※2024年2月29日時点

（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

NO. 指標 目標数値 成果

（２）-① 展示会等への出展を想定したＰＲツール
（動画、リーフレット、ポスター等）の
制作

動画 ：２件
ﾘｰﾌﾚｯﾄ ：１件
ポスター：１件

動画 ：２件
ﾘｰﾌﾚｯﾄ ：１件
ポスター：１件
チラシ ：１件

（２）-② WEBサイトや展示会等を活用した
情報発信
（ツーリズムEXPOジャパン2023出展）

１件 １件

（３）.ポータルサイトの改修（多言語化及びアクセシビリティ向上）

NO. 指標 目標数値 成果

（３） ポータルサイト「ユニバーサルツーリズ
ムOKINAWA」のアクセシビリティ向上

１回 １回

（３） ポータルサイト「ユニバーサルツーリズ
ムOKINAWA」の多言語化

英語、韓国語、
簡体字、繁体字

英語、韓国語、
簡体字、繁体字

（４）.ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

NO. 指標 目標数値 成果

（４） ユニバーサルツーリズム推進に係る取組
状況調査の実施回数

１回 １回
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-１ 観光事業者等を対象としたセミナー開催

様々な特徴を持つ人たちの誰もが沖縄を楽しむことができるように、受入環境を充実さ

せていく必要があり、本セミナーもその受入環境充実の一環として実施した。今年度の

セミナーは、“①心のバリアフリー”、“②高齢者及び障がい者の受入”、“③性的マイノリ

ティ層（LGBTQ）の受入、“④食物アレルギー／乳幼児連れ家族の受入”の４つをテーマ

に、ユニバーサルツーリズムの対応力を高めたい観光関連事業者等に向け、多様なニー

ズに対応した質の高い「おもてなし」についてわかりやすく解説した。

仕様書項目

◼ 本事業の目的及び概要の説明
◼ 観光庁「観光施設における心のバリア
フリー認定制度」の概要説明

◼ 沖縄県内で認定を受けた施設の実体験報告
（動機、取得のメリット、具体的な取組等）

◼ 質疑応答

【テーマ①】
心のバリアフリー入門編
2023年11月13日（月）

JTB総合研究所
主任研究員
勝野 裕子 氏

ユインチホテル南城
総支配人

白附 潤一郎 氏

【テーマ②】
高齢者及び障がい者の受入編

2023年12月13日（水）

◼ 多様性を前提とした事業経営の重要性
◼ 高齢者及び障がい者配慮に関する基本理解
◼ 高齢者及び障がい者対応による収益性向上
及び成功事例の共有と分析

◼ 高齢者及び障がい者が訪れる場として、
観光事業者に求められる取り組み

◼ 質疑応答

Kafuu Resort Fuchaku 
CONDO・HOTEL
荒井 達也 氏

JTB総合研究所
主任研究員
勝野 裕子 氏

【テーマ③】
性的マイノリティ層の受入編

2024年１月17日（水）

◼ 多様性を前提とした事業経営の重要性
◼ 性の多様性に関する基本的理解
（割り当てられた性／性自認／性的指向等）

◼ LGBTQ等の調査研究報告
◼ 当事者の悩みと適切な対応方法
◼ 性的マイノリティ層が訪れる場／働く場
として、観光事業者に求められる取り組み

◼ 質疑応答

ホテルパームロイヤル
NAHA国際通り
高倉 直久 氏

じゃらんリサーチ
センター 研究員
五十嵐 大悟 氏

【テーマ④】食物アレルギー／
乳幼児連れ家族の受入編
2024年２月８日（木）

◼ 多様性を前提とした事業経営の重要性
◼ 食物アレルギーに関する基本的理解
◼ 食物アレルギーに対し、観光事業者に
求められる取り組み

◼ 乳幼児連れ家族配慮に関する基本的理解
◼ 乳幼児連れ家族が訪れる場として、観光事
業者に求められる取り組み

◼ 質疑応答

(一社)アレルギー対応
沖縄サポートデスク

栩野 浩 氏

ティーアールピー
ジャパン株式会社
山田 達也 氏

■「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催 全体像
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-１ 観光事業者等を対象としたセミナー開催

各セミナーの集客については、リクルートライフスタイル沖縄が持つ宿泊施設・観光施

設・飲食店等とのネットワークを活用し、宿泊施設及びアクティビティ事業者をメインの

ターゲットとして、県内284の宿泊施設と1,496の遊び体験施設、飲食店等の県内観光関

連事業者等へ案内した。その結果、４回開催で合計187名からの事前参加申込を得た。

仕様書項目

■「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催 事業者案内チラシ

（詳細は別添1-1_1_セミナー_事業者案内チラシを参照）

（表） （裏）

1回目

心のバリアフリー入門編

2回目

高齢者及び障がい者の受入編

3回目

性的マイノリティの受入編

4回目

食物アレルギー/

乳幼児連れ家族の受入編

2023年11月13日(月) 2023年12月13日(水) 2024年1月17日(水) 2024年2月8日(木)

40 46 49 52 187

当日、リアル参加 12 11 11 11 45

当日リアル配信視聴 12 14 15 17 58

後日、アーカイブ視聴 16 21 23 24 84

23 21 19 20 83

当日、リアル参加 13 9 11 10 43

当日リアル配信視聴 10 12 8 10 40

229 172 91 78 570

ライブ配信用（未編集） 116 99 36 43 294

編集済アーカイブ動画 113 73 55 35 276

89.3% 100.0% 100.0% 95.0% 96.1%

有識者講演① 89.3% 100.0% 100.0% 100.0% 97.3%

有識者講演② 92.9% 100.0% 100.0% 95.0% 97.0%

アンケート回収人数 28 24 19 20 91

※アーカイブ動画視聴回数につきましては、2024年3月9日時点の数値になります

※YouTubeの視聴回数のカウント方法の仕組みについては公式からは発表されていませんが、同一のIPアドレスからの再生は、最初の1回だけしかカウントされないとのこと

アーカイブ視聴回数

セミナー満足度（大変満足＋満足）

TOTAL

申込人数

参加人数
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-１ 観光事業者等を対象としたセミナー開催

第1回目セミナーは「心のバリアフリー入門編」をテーマに、2023年11月13日（月）

に沖縄県立図書館にてリアル開催及びオンライン配信のハイブリッド形式で開催した。

13名のリアル参加、229回の動画視聴（アーカイブ動画視聴も含む）を得た。

仕様書項目

テーマ 心のバリアフリー入門編

目的
心のバリアフリー認定制度等、ユニバーサルツーリズム推進の背景と
なる法令や制度について理解する

期待する
効果

• 心のバリアフリーを意識した観光地づくりに取り組む地域が増え
ることを期待する

• 事業者にとっての市場拡大、あるいは様々な属性を持つ旅行者に
とっての沖縄観光に対する満足度や再来訪意向の向上につなげる

• 県の観光振興基本計画におけるKPI（心のバリアフリー認定施設
数）を意識し、県の取組みにコミットする地域や事業者が増える
ことを期待する

対象者
県内観光関連事業者等
（宿泊事業者、飲食・土産品店、観光施設、行政職員等）

開催日時 2023年11月13日（月）13：00～15：00

開催場所 沖縄県立図書館 ４Fビジネスルーム

開催形式 会場でのリアル開催とオンライン配信のハイブリッド形式

申込人数
リアル参加12名、オンライン視聴12名、アーカイブ視聴16名
合計40名

参加人数
リアル参加13名、オンライン視聴10名、アーカイブ視聴229回
※2024年３月９日時点

プログラム

１．主催者 沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課からの挨拶
２．有識者講演① 勝野 裕子 氏

「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の概要説明等
３．有識者講演② 白附 潤一郎 氏

沖縄県内で認定を受けた施設の実体験報告等
４．質疑応答

有識者
① 株式会社JTB総合研究所 主任研究員 勝野 裕子 氏
② タピック沖縄株式会社 取締役／ユインチホテル南城 総支配人
白附 潤一郎 氏

アーカイブ
動画URL

https://www.youtube.com/watch?v=oAm-VVqvqw0
https://www.youtube.com/watch?v=efAL9JHeTig

■【テーマ①】心のバリアフリー入門編セミナー 実施概要
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-１ 観光事業者等を対象としたセミナー開催

仕様書項目

■セミナー資料／有識者講演① 株式会社JTB総合研究所 勝野 裕子 氏 パート

（詳細は別添1-1_3_1回目セミナー_有識者講演_1を参照）

■セミナー資料／有識者講演② ユインチホテル南城 総支配人 白附 潤一郎 氏 パート

（詳細は別添1-1_4_1回目セミナー_有識者講演_2を参照）

■【テーマ①】心のバリアフリー入門編セミナー 当日の様子

■アーカイブ動画 ※229回視聴（2024年３月９日時点）

ライブ配信用（未編集）：https://www.youtube.com/watch?v=oAm-VVqvqw0

編集済アーカイブ動画 ：https://www.youtube.com/watch?v=efAL9JHeTig
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-１ 観光事業者等を対象としたセミナー開催

仕様書項目

第2回目セミナーは「高齢者及び障がい者の受入編」をテーマに、2023年12月13日

（水）にKafuu Resort Fuchaku CONDO・HOTELにてリアル開催及びオンライン配信

のハイブリッド形式で開催した。９名のリアル参加、172回の動画視聴（アーカイブ動

画視聴も含む）を得た。

テーマ 高齢者及び障がい者の受入編

目的
引続き、心のバリアフリー認定制度等について理解すると同時に、高
齢者及び障がい者を積極的に受け入れている施設の取組み事例を学ぶ

期待する
効果

• 心のバリアフリーを意識した観光地づくりに取り組む地域が増え
ることを期待する

• 事業者にとっての市場拡大、あるいは様々な属性を持つ旅行者に
とっての沖縄観光に対する満足度や再来訪意向の向上につなげる

• 県の観光振興基本計画におけるKPI（心のバリアフリー認定施設
数）を意識し、県の取組みにコミットする地域や事業者が増える
ことを期待する

対象者
県内観光関連事業者等
（宿泊事業者、飲食・土産品店、観光施設、行政職員等）

開催日時 2023年12月13日（水）13：00～15：00

開催場所 Kafuu Resort Fuchaku CONDO・HOTEL 2F Function Room

開催形式 会場でのリアル開催とオンライン配信のハイブリッド形式

申込人数
リアル参加11名、オンライン視聴14名、アーカイブ視聴21名
合計46名

参加人数
リアル参加９名、オンライン視聴12名、アーカイブ視聴172回
※2024年３月９日時点

プログラム

１．主催者 沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課からの挨拶
２．有識者講演① 勝野 裕子 氏

高齢者及び障がい者配慮に関する基本的理解 等
３．有識者講演② 荒井 達也 氏

高齢者及び障がい者対応による収益性向上・取組事例の共有 等
４．質疑応答

有識者
① 株式会社JTB総合研究所 主任研究員 勝野 裕子 氏
② Kafuu Resort Fuchaku CONDO・HOTEL／

AQUA SENSE HOTEL&RESORT 統括総支配人 荒井 達也 氏

アーカイブ
動画URL

https://www.youtube.com/watch?v=JXrRo-6cUTs
https://www.youtube.com/watch?v=3366ms2JVpc

■【テーマ②】高齢者及び障がい者の受入編セミナー 実施概要
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-１ 観光事業者等を対象としたセミナー開催

仕様書項目

■セミナー資料／有識者講演① 株式会社JTB総合研究所 勝野 裕子 氏 パート

（詳細は別添1-1_7_2回目セミナー_有識者講演_1を参照）

■セミナー資料／有識者講演② カフー リゾートフチャク コンド・ホテル 荒井 達也 氏 パート

（詳細は別添1-1_8_2回目セミナー_有識者講演_2を参照）

■【テーマ②】高齢者及び障がい者の受入編セミナー 当日の様子

■アーカイブ動画 ※172回視聴（2024年３月９日時点）

ライブ配信用（未編集）：https://www.youtube.com/watch?v=JXrRo-6cUTs

編集済アーカイブ動画 ：https://www.youtube.com/watch?v=3366ms2JVpc
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-１ 観光事業者等を対象としたセミナー開催

仕様書項目

第3回目セミナーは「性的マイノリティ（LGBTQ）層の受入編」をテーマに、2024年

１月17日（水）に沖縄県立図書館にてリアル開催及びオンライン配信のハイブリッド形

式で開催した。11名のリアル参加、91回の動画視聴（アーカイブ動画視聴も含む）を得

た。

テーマ 性的マイノリティ層の受入編

目的
事業経営において顧客や従業員の多様性を理解し、前提とすることの
必要性、重要性について理解する。そのうえで、多様性の一側面であ
る「性の多様性」について理解を深める。

期待する
効果

• 社会における多様性、特にマイノリティとされる方が一定の比率
を占める「性の多様性」について理解し、そのことを意識した経
営に取り組む事業者が増えることを期待する

• 事業者にとっての市場拡大、あるいは様々な属性を持つ旅行者に
とっての沖縄観光に対する満足度や再来訪意向の向上につなげる

対象者
県内観光関連事業者等
（宿泊事業者、飲食・土産品店、観光施設、行政職員等）

開催日時 2024年１月17日（水）13：00～15：00

開催場所 沖縄県立図書館 ４Fビジネスルーム

開催形式 会場でのリアル開催とオンライン配信のハイブリッド形式

申込人数
リアル参加11名、オンライン視聴15名、アーカイブ視聴23名
合計49名

参加人数
リアル参加11名、オンライン視聴８名、アーカイブ視聴91回
※2024年３月９日時点

プログラム

１．主催者 沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課からの挨拶
２．有識者講演① 高倉 直久 氏

性の多様性に関する基本的理解 等
３．有識者講演② 五十嵐 大悟 氏

LGBTの旅の具体的な困りごとと解決方法 等
４．質疑応答

有識者
① 株式会社髙倉コーポレーション 代表取締役副社長兼総支配人／

一般社団法人ピンクドット沖縄 代表理事 高倉 直久 氏
② 株式会社リクルート じゃらんリサーチセンター 五十嵐 大悟 氏

アーカイブ
動画URL

https://www.youtube.com/watch?v=3LqPKRB4CeI
https://www.youtube.com/watch?v=7xu40Sd7MrA

■【テーマ③】性的マイノリティ層の受入編セミナー 実施概要
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-１ 観光事業者等を対象としたセミナー開催

仕様書項目

■セミナー資料／有識者講演① 株式会社髙倉コーポレーション 高倉 直久 氏 パート

（詳細は別添1-1_11_3回目セミナー_有識者講演_1を参照）

■セミナー資料／有識者講演② じゃらんリサーチセンター 五十嵐 大悟 氏 パート

（詳細は別添1-1_12_3回目セミナー_有識者講演_2を参照）

■【テーマ③】性的マイノリティ層の受入編セミナー 当日の様子

■アーカイブ動画 ※91回視聴（2024年３月９日時点）

ライブ配信用（未編集）：https://www.youtube.com/watch?v=3LqPKRB4CeI

編集済アーカイブ動画 ：https://www.youtube.com/watch?v=7xu40Sd7MrA
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-１ 観光事業者等を対象としたセミナー開催

仕様書項目

第4回目セミナーは「食物アレルギー／乳幼児連れ家族の受入編」をテーマに、2024年

２月８日（木）にKafuu Resort Fuchaku CONDO・HOTELにてリアル開催及びオンラ

イン配信のハイブリッド形式で開催した。10名のリアル参加、78回の動画視聴（アーカ

イブ動画視聴も含む）を得た。

テーマ 食物アレルギー／乳幼児連れ家族の受入編

目的
事業経営において顧客や従業員の多様性を理解し、前提とすることの
必要性、重要性について理解する。そのうえで、多様性の一側面であ
る「食物アレルギー」や「乳幼児連れ家族」について理解を深める。

期待する
効果

• 社会における多様性、特に「食物アレルギー」や「乳幼児連れ家
族」について理解し、そのことを意識した経営に取り組む事業者
が増えることを期待する

• 事業者にとっての市場拡大、あるいは様々な属性を持つ旅行者に
とっての沖縄観光に対する満足度や再来訪意向の向上につなげる

対象者
県内観光関連事業者等
（宿泊事業者、飲食・土産品店、観光施設、行政職員等）

開催日時 2024年２月８日（木）13：00～15：00

開催場所 Kafuu Resort Fuchaku CONDO・HOTEL 2F Function Room

開催形式 会場でのリアル開催とオンライン配信のハイブリッド形式

申込人数
リアル参加11名、オンライン視聴17名、アーカイブ視聴24名
合計52名

参加人数
リアル参加10名、オンライン視聴10名、アーカイブ視聴78回
※2024年３月９日時点

プログラム

１．主催者 沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課からの挨拶
２．有識者講演① 栩野 浩 氏

食物アレルギーに対し、観光事業者に求められる取り組み 等
３．有識者講演② 山田 達也 氏

乳幼児連れ家族配慮に関する基本的理解 等
４．質疑応答

有識者
① (一社)アレルギー対応 沖縄サポートデスク 理事 事務局長
栩野 浩 氏

② ティーアールピージャパン株式会社 代表取締役 山田 達也 氏

アーカイブ
動画URL

https://www.youtube.com/watch?v=fMTEpjYTMG4
https://www.youtube.com/watch?v=3fyphD2mSZU

■【テーマ④】食物アレルギー／乳幼児連れ家族の受入編セミナー 実施概要



15

2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-１ 観光事業者等を対象としたセミナー開催

仕様書項目

■セミナー資料／有識者講演① アレルギー対応 沖縄サポートデスク 栩野 浩 氏 パート

（詳細は別添1-1_15_4回目セミナー_有識者講演_1を参照）

■セミナー資料／有識者講演② ティーアールピージャパン株式会社 山田 達也 氏 パート

（詳細は別添1-1_16_4回目セミナー_有識者講演_2を参照）

■【テーマ④】食物アレルギー／乳幼児連れ家族の受入編セミナー 当日の様子

■アーカイブ動画 ※78回視聴（2024年３月９日時点）

ライブ配信用（未編集）：https://www.youtube.com/watch?v=fMTEpjYTMG4

編集済アーカイブ動画 ：https://www.youtube.com/watch?v=3fyphD2mSZU
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の普及促進、各事業者における取組の

強化を図るため、県内の観光関連事業者を対象とした観光バリアフリーアドバイザー派

遣を実施した。以下の観光施設並びに宿泊施設から申請を受け、合計３件のアドバイ

ザー派遣を実施した。

仕様書項目

■アドバイザー派遣の実施

NO. 申請者／派遣先 業種 申請内容 アドバイザー 実施日

１
那覇空港国際線
しょうがい者・
こうれい者観光案内所

観光案内所 バリアフリー全般 勝野 裕子 氏 12月14日

２
那覇空港国内線
しょうがい者・
こうれい者観光案内所

観光案内所
バリアフリー全般 勝野 裕子 氏 12月15日

３
宮古島来間リゾート
シーウッドホテル

宿泊施設 バリアフリー全般 勝野 裕子 氏 ３月４日

■アドバイザープロフィール

【主な経歴】
1993年～1996年
青年海外協力隊としてチュニジアに赴任。旅行の楽しさに気づく

1997年～2012年
JTBサポートインターナショナル（現J＆Jヒューマンソリューションズ）
海外添乗課所属 60か国以上、2000日以上添乗
LOOK JTB専属添乗員の他、教育旅行、団体旅行、JTB高額商品「夢の休日」など
多岐に渡る添乗の中で多様な方をお連れしたり、トラブルも多く経験

2012年～2014年
JTB香港支店赴任 日本人団体受入セクション アシスタントマネージャー、
LOOK JTB香港ラウンジ責任者として、多様な方を受け入れる立場を経験

2015年～ 現在
JTB総合研究所 地域交流共創部 ユニバーサルツーリズム推進担当

2015年 ユニバーサルツーリズム推進チーム立ち上げ時からのメンバー
官公庁、自治体、民間事業者などのユニバーサルツーリズムの知見を活かした調査
事業をメインに行う

JTB総合研究所
地域交流共創部
ユニバーサルツーリズム推進担当
主任研究員
勝野 裕子（かつの ゆうこ）氏



17

2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

アドバイザー派遣申請募集チラシを作成し、「沖縄県ユニバーサルツーリズムポータル

サイト」内に掲載、2-（１）.①-1セミナー時に告知案内、2-（４）. 取組状況調査の回

答事業者への案内等で集客を実施。その結果、合計３施設より申請を得た。

合計３施設33名に向け専門アドバイザー派遣を実施し、参加者全員から「非常に良かっ

た」又は「良かった」との回答を得た。

仕様書項目

（表）

■専門アドバイザー派遣 事業者案内チラシ

（詳細は別添1-2_1_アドバイザー派遣_事業者案内チラシを参照）

1回目

那覇空港観光案内所スタッフ

様向け専門アドバイザー派遣

2回目

那覇空港観光案内所スタッフ

様向け専門アドバイザー派遣

3回目

宮古島シーウッドホテル様

向け専門アドバイザー派遣

2023年12月14日（木） 2023年12月15日（金） 2024年3月4日（月）

8 11 14 33

男性 2 3 5 10

女性 6 8 9 23

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

非常に良かった 50.0% 66.7% 42.9% 53.2%

良かった 50.0% 33.3% 57.1% 46.8%

アンケート回収人数 8 11 14 33

TOTAL

参加人数

アドバイザー派遣満足度（大変満足＋満足）

（裏）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

１回目、２回目に実施したアドバイザー派遣は以下の通り。

申請者／派遣先は那覇空港の観光案内所の２件となり、申請内容はバリアフリー全般に

関する依頼となり、中でも「観光施設における心のバリアフリー認定制度」申請に向け

たリクエストがあった。

仕様書項目

実施日時
【1回目】2023年12月14日（木）14：00～15：00
【2回目】2023年12月15日（金）14：00～15：00

実施場所 那覇空港会議室（ミーティングルームC）

アドバイス先
事業者名
（施設名）

【1回目】那覇空港国際線 しょうがい者・こうれい者観光案内所
【2回目】那覇空港国内線 しょうがい者・こうれい者観光案内所

アドバイス先
担当者名
（役職）

株式会社JTB沖縄 交流営業部 那覇空港事業
沖縄観光情報センター 平良 周子 氏

対象者
那覇空港国際線・国内線
しょうがい者・こうれい者観光案内所スタッフ

参加人数
【1回目】８名
【2回目】11名

アドバイザー 株式会社JTB 総合研究所 主任研究員 勝野 裕子 氏

アドバイス先
の

課題・目的

⚫ 2023年3月にアドバイザー派遣を実施しスタッフ研修を行ったが、
スタッフの入れ替わりにより、改めて「心のバリアフリー」の知
識を装着したい

⚫ 観光案内所にも高齢の方々や、障害をお持ちの方々もいらっしゃ
るので、実践的な接遇手法を学び接客スキルの向上を図りたい

⚫ 観光案内所が「心のバリアフリー認定制度」取得施設となること
を目指す

当日の流れ

１．本会の趣旨説明
（１）本事業概要説明
（２）アドバイザーの紹介

２．ユニバーサルツーリズムから考える心のバリアフリー
３．実技体験
（１）車いす体験
（２）手話体験

４．質疑応答
５．閉会

■【1回目・2回目】アドバイザー派遣 実施概要
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

仕様書項目

■アドバイザー派遣資料／アドバイザー投影資料

（詳細は別添1-2_2_1・2回目アドバイザー派遣_有識者講演を参照）

■【アドバイザー派遣／当日の様子
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

仕様書項目

３回目に実施したアドバイザー派遣は以下の通り。

申請者／派遣先は宮古島来間リゾート シーウッドホテルとなり、申請内容はバリアフ

リー全般に関する依頼となり、中でも「ユニバーサルルームの視察」や「車いす、聴覚

障害をお持ちの方への接遇」などに向けたリクエストがあった。

実施日時 2024年３月４日（月）14：30～16：00

実施場所 宮古島来間リゾート シーウッドホテル館内

アドバイス先
事業者名
（施設名）

宮古島来間リゾート シーウッドホテル

アドバイス先
担当者名
（役職）

宮古島来間リゾート シーウッドホテル
営業予約 支配人 平澤 誠一 氏
総支配人 秘 書 安井 真樹 氏

対象者
宮古島来間リゾート シーウッドホテル
フロントスタッフ、レストランスタッフ、管理職 など

参加人数 14名

アドバイザー 株式会社JTB 総合研究所 主任研究員 勝野 裕子 氏

アドバイス先
の

課題・目的

⚫ 高齢者・障がい者が宿泊される頻度も高く、ユニバーサルルーム
の問合せも多い

⚫ 外国人の技能実習生がおり、文化・価値観の違いもあるためサー
ビス・情報の統一化したい

⚫ これらのような社内研修は実施したことがなく、今回の研修を動
画撮影し、今後の社内研修に活かしたい

当日の流れ

０．ユニバーサルルームの見学及びアドバイジング実施
１．本会の趣旨説明
（１）本事業概要説明
（２）アドバイザーの紹介

２．高齢者・障がい者への接遇
３．実技体験
（１）車いす体験
（２）手話体験

４．質疑応答
５．閉会

■【３回目】アドバイザー派遣 実施概要
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

仕様書項目

■アドバイザー派遣資料／アドバイザー投影資料

（詳細は別添1-2_4_3回目アドバイザー派遣_有識者講演を参照）

■アドバイザー派遣／当日の様子
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

② 「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の周知及び認定促進

沖縄県における「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の認定施設数は令和５

年３月31日時点では、宿泊施設５件、飲食店０件、観光案内所１件だったが、令和６年

２月29日時点では、宿泊施設22件（＋17件）となった。一方で、飲食店０件（±０件）、

観光案内所１件（±０件）、博物館０件（±０件）は変わらずとなった。

仕様書項目

施設名称 都道府県 住所
コンフォートホテル石垣島 沖縄県 石垣市真栄里340
コンフォートホテル那覇県庁前 沖縄県 那覇市久茂地1丁目3-11
コンフォートイン那覇泊港 沖縄県 那覇市前島3-1-4
東急ステイ沖縄那覇 沖縄県 那覇市壺川三丁目2番地1
ウェルネスリゾート沖縄
休暇センター ユインチホテル南城

沖縄県 南城市佐敷字新里1688

■「観光施設における心のバリアフリー認定制度」認定施設一覧 ※令和５年３月31日時点

内 宿泊施設：５件

■「観光施設における心のバリアフリー認定制度」認定施設一覧 ※令和６年２月29日時点

＋17件

内 宿泊施設：22件
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

② 「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の周知及び認定促進

「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の存在を幅広く観光関連事業者に認知

及び同制度を認定されることによる事業者へのメリットを理解してもらうため、セミ

ナーや取組実施調査を通じた周知やアドバイザー派遣での申請支援を実施した。同制度

の認定施設が増えることにより、沖縄を訪れるすべての観光客が年齢や性別、国籍、障

がいの有無等に関わらず沖縄を楽しめる多種多様な受入環境を提供することを目指した。

仕様書項目

■実施STEP

➢ 「観光施設における心のバリアフ
リー認定制度」の存在を認知されて
いない

➢ 同制度を認定されることによる事業
者へのメリットを理解されていない

認定制度の周知徹底 認定制度の申請及び認定促進

課題

➢ 同制度を認定されることによる事業
者へのメリットを理解されていない

➢ 同制度の認定申請における事業者の
マンパワー及びリテラシーが足りな
い

課題

（１）①-１セミナーでの
周知徹底による認知度向上及び

認定施設の事例共有によるメリット理解

打ち手

①

（１）①-２アドバイザー派遣での
周知徹底による認知度向上及び

認定基準項目の現地調査

打ち手

②

弊社観光関連事業者ネットワーク及び
営業担当を活用して次年度以降も

継続した申請サポートの体制構築

打ち手

①

①施設のバリアフリー性能を補完するための
措置を3つ以上行っている

②バリアフリーに関する教育訓練を
年に1回以上実施している

③自社サイト以外のウェブサイトで、施設の
バリアフリー情報を積極的に発信している

セミナー参加者への周知

相談

（４）ユニバーサルツーリズム推進に
かかる取組状況調査にて、

同制度の認定基準項目の実施有無及び
認定取得意向を収集し、基準を

満たしている事業者や取得意向がある
事業者が判明した場合、

弊社営業担当より同制度の申請を促進

打ち手

②

県内観光関連事業者

弊社営業担当・事務局

観光庁

サポート

申請 認定
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

② 「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の周知及び認定促進

「観光施設における心のバリアフリー認定制度」に認定されることの事業者メリットを

感じてもらうため、同制度認定取得済宿泊施設及び認定取得意向のある宿泊施設には

じゃらんnet特集ページ「ユニバーサルツーリズムOKINAWA」に無料掲載できるインセ

ンティブを用意した。結果、12軒の宿泊施設より希望を得て、2024年１月４日～2024

年３月15日まで掲載した。

仕様書項目

■「観光施設における心のバリアフリー認定制度」取得済及び取得意向のある宿泊施設
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

① 展示会等への出展を想定したＰＲツール（チラシ、リーフレット、ポスター等）の制作

展示会等への出展を想定し、「チラシ／A4サイズ」、「ポスター／B2サイズ」、「パ

ンフレット／A4サイズ／20ページ／3,000部」、「封筒／角２サイズ」を作成し、これ

らの制作物に統一感を持たせるためキービジュアルを作成した。

さらに、「誰もが楽しめるやさしい観光地」をPRするために２本の60秒動画「負担の少

ないゆったり沖縄旅(高齢者向け)」、「友人との大人旅(障がい者向け)」を作成した。

また、バリアフリー観光ガイド「そらくる沖縄 Vol.17」に２ページ広告を掲載した。

仕様書項目

■キービジュアル

県の姿勢を表している「バリアフリー宣言」をメッセージとして力強く配置、ピクトグ

ラムで様々なシチュエーションを表現し、どんな人でも、沖縄観光を楽しめることをわ

かりやすく伝えます。

「バリアフリー宣言」を囲む円は、内側の歪みのある円とカラフルな色で障害をもつ人

などの様々な人々を表現、外側の綺麗な円ですべての人が障害を感じることがないバリ

アフリーであることを表現しています。

■キービジュアルの制作意図
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

① 展示会等への出展を想定したＰＲツール（チラシ、リーフレット、ポスター等）の制作

仕様書項目

＜ポスター B2サイズ＞

※イベントブース内に掲出

＜封筒 角２サイズ 500枚＞

※イベント時等に配布物を封入

＜チラシ A4サイズ両面 3,000枚＞

（表） （裏）

＜そらくる沖縄 Vol.17＞

（表紙） （広告ページ）

（詳細は別添2_1_おきなわユニバー

サルツーリズム_ポスターを参照）

（詳細は別添2_2_おきなわユニバーサルツーリズム_チラシを参照）

（詳細は別添2_3_おきなわユニバーサルツーリズム_封筒を参照）

■制作物（１／５）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

① 展示会等への出展を想定したＰＲツール（チラシ、リーフレット、ポスター等）の制作

＜パンフレット A4サイズ 3,000部＞ １／２

仕様書項目

（詳細は別添2_4_おきなわユニバーサルツーリズム_パンフレットを参照）

■制作物（２／５）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

① 展示会等への出展を想定したＰＲツール（チラシ、リーフレット、ポスター等）の制作

仕様書項目

＜パンフレット A4サイズ 3,000部＞ ２／２

（詳細は別添2_4_おきなわユニバーサルツーリズム_パンフレットを参照）

■制作物（３／５）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

① 展示会等への出展を想定したＰＲツール（チラシ、リーフレット、ポスター等）の制作

仕様書項目

■制作物（４／５）

https://www.youtube.com/watch?v=85xvm4pvYOo
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

① 展示会等への出展を想定したＰＲツール（チラシ、リーフレット、ポスター等）の制作

仕様書項目

■制作物（５／５）

https://www.youtube.com/watch?v=lRPnYFK3AZk
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

② 国内の展示会等への出展（ツーリズムEXPO ジャパン2023）

「ツーリズムEXPO ジャパン2023」概要

仕様書項目

■名称 ツーリズムEXPOジャパン2023大阪・関西
■会期 2023年10月26日(木)～10月29日(日)

※業界関係者商談会：10月26日(木)、27日(金)
一般開放日：10月28日(土) 、29日(日) 

■会場 インテックス大阪

＜プロモーション実施内容＞

１）プロモーション動画再生
・「沖縄観光バリアフリー宣言」動画、前年度事業で制作した「LGBT動画」及び
今年度制作した「高齢者向け動画」「障がい者向け動画」を会場ブースにて再生

２）チラシ配布
・本事業で制作したチラシを期間中2,500枚配布

３）そらくる沖縄配布
・県内のユニバーサル対応情報誌「そらくる沖縄」
最新号を期間中500部配布
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

② 国内の展示会等への出展（ツーリズムEXPO ジャパン2023）

仕様書項目

４）商談（26日27日）
・ツーリズムエキスポの事業者向け開催日にブースにて情報提供

2日間で65社（74名）に対して情報提供実施

５）アンケート調査（28日29日）
・ツーリズムエキスポの一般客向け開催日にアンケート収集

2日間で120件獲得

＜アンケート結果＞

所属 部署 氏名 電話番号 メールアドレス 内容

名桜大学　 国際学部　国際観光産業学科　准教授 小山　聖治 0980-51-1173 s.koyama@meio-u.ac.jp 大学の講義で県のユニバーサルツーリズム施策について講演希望

函館市 観光部観光誘致課　主任主事 神原　嵩 0138-21-3323 kanbara@city.hakodate.hokkaido.jp 先進地として沖縄県担当者からの情報提供希望

北海道　滝上町 まちつくり推進課　商工観光係　係長 常井　昭言 0158-29-2111 kanko@town.takinoue.hokkaido.jp 先進地として沖縄県担当者からの情報提供希望

岐阜県　 観光国際部　観光国際政策課　サスティナブルツーリズム推進係　主任 髙井　淳 058-272-8084 takai-jun@pref.gihu.lg.jp 先進地として沖縄県担当者からの情報提供希望

広島国際空港株式会社 地域連携本部　地域連携部　シニアマネージャー 戸塚　誠 0848-86-8162 ma-ashizuka@hiap.co.jp 先進地として沖縄県担当者からの情報提供希望

三重県 観光部　観光振興課　受入環境促進班　行政実務研修員 梶原　伸也 059-224-2342 xkajiws00@pref.mie.lg.jp 先進地として沖縄県担当者からの情報提供希望

＜ツーリズムエキスポを通じて商談実施企業＞

所属 部署 氏名 電話番号 メールアドレス 内容

日本旅行 企画営業部　課長 小野寺　美佳 011-208-0156 mika_onodera@nta.co.jp 情報を参考にツアー企画に反映

JTBグローバルマーケティング＆トラベル仕入開発部ループスーパーバイザー 平野　遊大 03-5796-5352 y_hirano164@gmt.jtb.jp 情報を社内商品開発部と共有しツアー企画に反映

HIS沖縄 インバウンド国内事業部次長 朝生　修平 098-860-9131 asao.shuhei@his-wold.com 沖縄県の事例やマーケットの将来像（バーチャルツアー等）について意見交換

Q1.性別

回答数 割合

1 男性 49 40.8%

2 女性 71 59.2%

Q２．旅行の行先を決める際に、どのようなことを重視しますか（MA）

回答数 割合

1 地域に相談窓口がある 17 14.2%

2 受入体制が整っている 20 16.7%

3 豊富な受入実績を持っている 14 11.7%

4 バリアフリー情報が発信されている 14 11.7%

5 旅行費用の安さ 75 62.5%

6 口コミ（評判）の良さ 45 37.5%

7 訪問しやすさ 62 51.7%

8 安心、安全であること 48 40.0%

9 その他 5 4.2%

Q1.年齢 回答数 割合

1 10代 4 3.3%

2 20代 19 15.8%

3 30代 26 21.7%

4 40代 23 19.2%

5 50代 26 21.7%

6 60以上 21 17.5%

Q３．旅行に関する情報はどのような媒体から入手しますか(MA)

回答数 割合

1 テレビ番組　　　　　　　　　　　 54 45.0%

2 雑誌 36 30.0%

3 ガイドブック　　　　　　　　　　 44 36.7%

4 旅行会社のパンフレット 35 29.2%

5 旅行情報サイト 68 56.7%

6 自治体や観光協会のウェブサイト 23 19.2%

7 宿泊施設のウェブサイト 29 24.2%

8 友人や家族からの口コミ 29 24.2%

9 その他 17 14.2%

回答数 割合

1 是非行きたい 72 60.0%

2 やや行きたい 41 34.2%

3 あまり行きたくない　 3 2.5%

4 全く行きたくない 0 0.0%

Q４．今回『おきなわユニバーサルツーリズム』

　　を訪れて、沖縄に行きたいと思いましたか。

回答数 割合

1 ある 7 5.8%

2 ない 113 94.2%

Q５．『沖縄県ユニバーサルツーリズム ポータ

　ルサイト』をご覧になったことはありますか。

回答数 割合

1 ない 40 33.3%

2 1回 23 19.2%

3 2～３回 19 15.8%

4 ４～５回 10 8.3%

5 6回以上 28 23.3%

Q６．これまでに旅行で沖縄を訪れたことはあり

　　ますか。
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（３）ポータルサイトの改修（多言語化及びアクセシビリティ向上）

① アクセシビリティ向上

現状の「ユニバーサルツーリズム沖縄ポータルサイト」について以下の改修を行った。

① 今回制作した動画を視聴できるように掲載

② モデルコースだけではなくパンフレットで紹介した観光地等を「見る/体験する」

「食べる/泊まる」に編集して紹介

③ 情報の更新ができるようにコンテンツページにCMS導入

④ 今回作成したパンフレットを表示及びダウンロード可能

⑤ 海外向けページを現状のポータルサイトと同様のコンテンツに再設計

仕様書項目

④今回作成した

パンフレットを表示

及びダウンロード可能

⑤現状の外国語ページ

のデザイン・内容を

日本語版とあわせる

＜旧ページと改修ポイント＞

②モデルコースだけではなくパンフレットで紹介した観光地等を

「見る/体験する」「食べる/泊まる」に編集して紹介

③情報の更新ができるようにコンテンツページにCMS導入

①今回作成した動画を掲載

※現状の外国語版ポータルサイト
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（３）ポータルサイトの改修（多言語化及びアクセシビリティ向上）

① アクセシビリティ向上

仕様書項目

① 今回制作した動画を視聴できるように掲載

② モデルコースだけではなくパンフレットで紹介した観光地等を「見る/体験する」

「食べる/泊まる」に編集して紹介

③ 情報の更新ができるようにコンテンツページにCMS導入

④ 今回作成したパンフレットを表示及びダウンロード可能

＜旧ページ＞ ＜新ページ＞

紹介動画

を追加

＜旧ページ＞ ＜新ページ＞

コンテンツ

を追加

制作した

パンフレットを

ダウンロード可能
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（３）ポータルサイトの改修（多言語化及びアクセシビリティ向上）

② 多言語化（英語、韓国語、簡体字、繁体字）

⑤ 海外向けページを現状のポータルサイトと同様のコンテンツに再設計

（英・韓・繁体・簡体）

仕様書項目

外国語ページは日本語版

とデザイン・内容が

異なっていた

＜旧ページ＞ ＜新ページ（日本語版）＞

＜英語版＞

＜韓国語版＞

＜繁体字版＞

＜簡体字版＞
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

「新・沖縄21世紀ビジョン基本計画」及び「第６次沖縄県観光振興基本計画」の成果

指標（KPI）にかかる現状値の把握を主たる目的とし、宿泊事業者、観光施設、アク

ティビティ事業者、飲食店、交通事業者等を対象に、ユニバーサルツーリズム推進にか

かる取組状況調査を実施した。「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の認定

基準に沿った調査設問及び認定取得意向を把握することで、潜在的な認定施設の件数を

把握し、今後の認定促進につなげることも企図して実施した。あわせて、過年度調査か

らの継続設問として、ユニバーサルツーリズム促進に向けた環境整備の基礎資料とした。

仕様書項目

調査目的
① 「新・沖縄21世紀ビジョン基本計画」及び「第６次沖縄県観光

振興基本計画」の成果指標（KPI）にかかる現状値の把握
② 「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の認定促進

調査対象

• 県内宿泊施設
• 県内観光施設
• 県内アクティビティ事業者
• 県内飲食店
• 県内交通事業者 等

調査方法

弊社宿・遊び体験・飲食店営業及び事務局より、各調査対象施設へ
ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査への回答依頼メー
ルを送付。
メール記載のURL及びQRコードよりWEB調査に回答いただく。

回収状況

77事業者
宿泊施設 ：34、アクティビティ事業者：23、飲食店：４、
観光案内所：１、博物館：１、美容室・エステサロン系：４、
その他：17
※一部、複数回答あり

実施時期 2023年８月21日（月）～2024年３月８日（金）

調査項目

（０）事業者情報
（１）ユニバーサルツーリズムへの取組状況
（２）観光庁認定「心のバリアフリー」認定基準への対応状況

・同認定制度の取得意向
・じゃらんnet特集ページ「ユニバーサルツーリズム

OKINAWA」の掲載希望
※交通事業、観光・体験事業は、同認定制度の対象外のため、
「ユニバーサルツーリズムへの取組状況」として把握

（３）LGBTQ 受入環境整備の取組状況
（４）ユニバーサルツーリズムに取り組むにあたっての課題
全24設問（詳細は次項参照）

■ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査 実施概要
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

全77事業者より取組調査のアンケート回答を得た。宿泊施設：34、アクティビティ事業

者：23、飲食店：４、 観光案内所：１、博物館：１、美容室・エステサロン系：４、

その他：17、という内訳になる。※一部、複数回答の事業者あり

仕様書項目

■ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査 調査結果レポート（１／11）

（詳細は別添4_1_取組状況調査_レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

仕様書項目

全77事業者より取組調査のアンケート回答を得た。宿泊施設：34、アクティビティ事業

者：23、飲食店：４、 観光案内所：１、博物館：１、美容室・エステサロン系：４、

その他：17、という内訳になる。※一部、複数回答の事業者あり

■ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査 調査結果レポート（２／11）

（詳細は別添4_1_取組状況調査_レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

仕様書項目

ユニバーサルツーリズムの取組状況は「取組を行っている(「積極的に取組を行ってい

る」と「取組を行っている」の合計)」が全体で48.1％(37社)、「今後取組を行う予定

である」が5.2％(４社)、「取組を行っていない」が37.7 ％(29社) となり、取組を実施

又は実施予定の団体が５割以上(41社)となった。

■ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査 調査結果レポート（３／11）

（詳細は別添4_1_取組状況調査_レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

仕様書項目

ユニバーサルツーリズムの効果としては、全体の75.6％が「利用者満足度の向上」と回

答し最も多くなった。次いで、「従業員のホスピタリティの向上」が43.9％、「高齢者

や障がい者等の利用者数の増加」が41.5％、「リピーターの増加」が39％と多くなった。

■ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査 調査結果レポート（４／11）

（詳細は別添4_1_取組状況調査_レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

仕様書項目

観光庁認定「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の認知度は、24.7％(19社)

となった。同認定制度への取得希望度は11.7％(9社)となった。一方で既に取得済は

3.9％(3社)となった。取得希望又は既に取得済事業者のうち、じゃらんnet特集ページ

への掲載希望は83.3％(10社)となった。

■ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査 調査結果レポート（５／11）

（詳細は別添4_1_取組状況調査_レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

仕様書項目

事業者ALLでは、「筆談対応」が48.1％(37社)で最も多く、次いで「車いすや杖の貸出

し」が46.8％（36社）となった。宿泊事業者では「ベビーベッドやベッドガード、ベ

ビーバスの貸出し」が最も多く、次いで「筆談対応」、「車いすや杖の貸出し」となっ

た。アクティビティ事業者では「筆談対応」が最も多く、次いで「スタッフによる車い

すの段差サポート」となった。「特に行っていない」の割合は、宿泊事業者で5.9％（2

社)、アクティビティ事業者で47.8％(11社)となった。

■ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査 調査結果レポート（６／11）

（詳細は別添4_1_取組状況調査_レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

仕様書項目

バリアフリーに関連有資格者の雇用状況について、雇用していると回答した団体は全体

の5.2％（４社）となった。

バリアフリーに関する教育訓練の実施状況について、年１回以上実施していると回答し

た団体は全体の6.5％（５社）となった。

■ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査 調査結果レポート（７／11）

（詳細は別添4_1_取組状況調査_レポートを参照）

6.5％

5.2％
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

仕様書項目

他社WEBサイトでの情報発信について、発信していると回答した団体は全体の16.9％

（13社）となっている。

■ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査 調査結果レポート（８／11）

（詳細は別添4_1_取組状況調査_レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

仕様書項目

性的マイノリティ層の受入に関する取組状況は、「取組を行っている」が全体で14.3％

(11社)、「取組を行っていない」が85.7％(66社)となり、取組を実施していない団体が

８割以上となった。「取組を行っている」の具体的な内容については、レインボーフ

ラッグの掲示やオールジェンダートイレの設置、LGBTQ層の受入・採用が多かった。

■ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査 調査結果レポート（９／11）

（詳細は別添4_1_取組状況調査_レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

仕様書項目

性的マイノリティ層の受入に関して取組を行っていない理由は、「何をしていいかわか

らない」が最も多くなった。一方で、「お客様すべて同等に対応している」や「もとも

と区別していない」ので「取り組む必要はない」という意見も一定数あった。

■ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査 調査結果レポート（10／11）

（詳細は別添4_1_取組状況調査_レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（４）ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施

仕様書項目

ユニバーサルツーリズムに取り組むにあたっての課題としては、全体の57.1％(44社)が

「知識やノウハウ不足により、何をすべきかわからない」と回答し最も多くなった。

次いで「そもそも人材不足」が48.1％(37社)、「予算・事業費の確保が困難」が32.5％

(25社)、「従業員の負担が増加する」が28.6％（22社）で多かった。

■ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査 調査結果レポート（11／11）

（詳細は別添4_1_取組状況調査_レポートを参照）



■じゃらんnet

「ユニバーサルツーリズムOKINAWA」バナー
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（５）その他、本事業の目的を達成するための取組（自由提案）

じゃらんnetを活用したプロモーション

じゃらんnet上に「ユニバーサルツーリズムOKINAWA」と題したの特集ランディング

ページを作成し、沖縄県のユニバーサルツーリズム推進について広く情報発信を行った。

また「観光施設における心のバリアフリー認定制度」を取得済又は取得意向のある宿泊

施設12軒への予約導線を設置したことで、国内外の高齢者・障がい者等の当事者のみな

らず、その家族・同行者等も含め沖縄観光に対する来訪意欲、満足度の向上を図った。

結果として、2023年１月４日～2024年３月15日までで1,097PV/1,044UUを得た。

仕様書項目

■じゃらんnet

「ユニバーサルツーリズムOKINAWA」

バナーページ

■じゃらんnet特集ランディングページ

「ユニバーサルツーリズムOKINAWA」

遷移

（詳細は別添5_1_バナーを参照）

（詳細は別添5_2_特集ランディングページを参照）
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■じゃらんnet特集ランディングページ

「ユニバーサルツーリズムOKINAWA」

■ユニバーサルツーリズム

動画視聴ページ

■各宿泊施設プラン一覧画面

遷移

車いす大人旅 編

高齢者ゆったり旅 編

遷移

遷移

2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（５）その他、本事業の目的を達成するための取組（自由提案）

じゃらんnetを活用したプロモーション

仕様書項目
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成果

3 - 1 .  本事業の成果

3 . 全 体 総 括

2023年５月に新型コロナウイルスが５類に移行し旅行の機運が高まる中、誰もが沖縄旅

行を楽しめるよう県内観光関連事業者にはセミナー（全４回）、アドバイザー派遣、ユニ

バーサルツーリズムに係る取組状況調査を実施した。また旅行者向けにはPRツール（チラ

シ、ポスター、パンフレット、動画等）の制作、ポータルサイトの多言語化及びアクセシ

ビリティの向上、イベント（ツーリズムエキスポジャパン2023）への出展を行い、それぞ

れの目標は概ね達成できたと考える。

本事業での具体的な成果は下記の通りである。

■定量

（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の実施

①観光事業者向けセミナーの実施回数 ４件
①観光事業者向けセミナーの参加者数 リアル参加:43名、視聴回数:570回
②観光事業者向けアドバイザー派遣の実施回数 ３件
②観光庁所管「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の取得施設数 17施設

（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施
①展示会等への出展を想定したＰＲツール（動画、リーフレット、ポスター等）の制作
動画：２件、リーフレット：１件、ポスター：１件、チラシ：１件

②WEBサイトや展示会等を活用した情報発信（ツーリズムEXPOジャパン2023出展）1件

（３）.ポータルサイトの改修（多言語化及びアクセシビリティ向上）
ポータルサイト「ユニバーサルツーリズムOKINAWA」のアクセシビリティ向上 １回
ポータルサイト「ユニバーサルツーリズムOKINAWA」の多言語化
英語、韓国語、簡体字、繁体字

（４）.ユニバーサルツーリズム推進にかかる取組状況調査の実施
ユニバーサルツーリズム推進に係る取組状況調査の実施回数 １回

■定性
【観光関連事業者よりセミナーアンケート】
• バリアフリーに対して自然と健常者と切り離して考えてしまうが、ダイバーシティの一
つとして取り組むことが大切ということを認識できた。

• 心のバリアフリーとは、障害を持つ方だけでなくすべての方に当てはまる内容だと改め
て気付かされ、弊社のサービススキル向上にも生かせる内容だと感じました。大変勉強
になりました。ありがとうございました。

【観光関連事業者よりアドバイザー派遣アンケート】
• ユニバーサルツーリズムの今後の需要拡大の可能性を知ることが出来ました。
• お部屋の準備をする際に車椅子ゲストに必要なもの準備したり車椅子ゲストにも使いや
すいお部屋を準備していきたいと思いました。
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3 - 2 .  今後に向けての課題

3 . 全 体 総 括

課題

前述の成果や新しい兆しが出た一方で、おきなわユニバーサルツーリズムに対する課題

も明確になった。

本事業を通して見えてきた具体的な課題は下記の通りである。

■観光関連事業者のユニバーサルツーリズムに対する機運醸成

今年度の事業では、県内の観光関連事業者を対象にセミナーやアドバイザー派遣、 「心

のバリアフリー認定制度」の取得促進、ユニバーサルツーリズムに係る取組状況調査を実

施した。セミナーでは全４回開催で合計187名からの事前参加申込があったもののリアル

での参加者は43名という結果となった。コロナ禍で急速にオンラインミーティングやオン

ラインセミナー等、非接触型のサービスが拡大した。また新型コロナウイルスの５類移行

後の旅行需要の戻りにより各観光関連事業者の人材不足が顕著であることから、セミナー

には参加したいが時間が無い、参加できる人がいない等の声があった。これらの課題を解

消するためセミナーはオンライン配信で実施することが望ましいと考える。実際に全４回

セミナーのアーカイブ動画の視聴回数は合計570回と多かった。

「心のバリアフリー認定制度」の取得促進では、そもそも「心のバリアフリー認定制

度」を知らない事業者が75.3％となった。取得意向については、54.5％の事業者が「わか

らない」と回答。

ユニバーサルツーリズムに係る取組調査では、37.7％の観光関連事業者が「必要性を感

じているが現状では取組を実施できていない」、「取組、受入に対して消極的である」と

回答している。取組めていない理由としては「何をしてよいか分からない」という回答が

多く、次いで「人材不足」や「従業員の負担が増加する」等の声も寄せられた。

上記の通り、「心のバリアフリー認定制度」の認知度やユニバーサルツーリズムに係る

取組について、まだまだ認知不足、知識・ノウハウの不足が課題であると考える。

■旅行者(当事者や家族・同行者等)への情報発信

ツーリズムEXPOジャパン2023に出展した際に、国内の高齢者及び障がい者等の当事者

や、その家族・同行者等からも「沖縄県でこのような取組を実施しているのは知らなかっ

た」、「車いすでもビーチに行けるのであれば是非行ってみたい」、「このような情報を

待っていた。もっと積極的に発信して欲しい」という声も多く頂いた。まだまだ沖縄県に

おけるユニバーサルツーリズムの情報発信が不足していると実感した。
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3 - 3 .  全体考察

3 . 全 体 総 括

考察

本事業では、沖縄を訪れるすべての観光客が、年齢や性別、国籍、障がいの有無等に関

わらず沖縄を楽しめるように、観光関連事業者による多種多様な受入環境整備を促進する

とともに、本県のユニバーサルツーリズムにかかる情報発信を行い、国内外の高齢者・障

害者等の当事者のみならず、その家族・同行者等も含め沖縄観光に対する来訪意欲、満足

度の向上を図ることを目的として実施した。

アメリカでは1990年に「障害を持つアメリカ人方＜ADA法＞」が制定、オーストラリア

では1992年に「障害者差別禁止法」が制定され、日本では2016年に「障害者差別解消

法」が施行された。日本ではアメリカから26年遅れて法が施行されている。アメリカをは

じめとした欧米諸国やアジア圏の国でも障がい者に対して差別を禁止する法案が施行され

ており、海外では障がい者は健常者となんら変わらない存在と認知されている。

またアジア各国はバリアフリーを前提としたインフラ整備が進められているにも関わらず

日本ではまだまだ「心のバリアフリー」、「ハード面のバリアフリー」等が存在している

と考える。

新型コロナウイルスが収束し、インバウンド需要が回復する中でインバウンド旅行客を

受け入れるためには、観光関連事業者の受入整備が必須となる。また70歳以上の高齢者の

旅行需要は高く、旅行で使う希望総費用額も平均と比べて約10,000円程度高いため、高齢

者及び障がい者の旅行需要を取り込むために、今後も継続した観光関連事業者の受入整備

が必要であると考える。

旅行者向けには本事業で、ポータルサイトの多言語化及びアクセシビリティの向上を

図ったため、多くの旅行者の目に触れられる機会が増えることを期待したい。

本事業は令和５年度で終了するものの、本事業で接点のあった観光関連事業者等と、引

き続きユニバーサルツーリズムに係る取組について伴走支援したいと考える。次年度に向

けては、旅行者（国内外の高齢者及び障がい者等の当事者や、その家族・同行者等）が旅

行に対して何を求めているか、旅行時に何に困っているか等の調査を実施し、さらに観光

関連事業者の受入整備に役立ててはどうかと考える。
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